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（１）基本計画策定に至る経緯

1927（昭和2）年の丹後震災からもう少しで100年を迎えようとしている。市では、京丹後市史

編さん事業において、2013（平成25）年3月に京丹後市史資料編『京丹後市の災害』を発刊し、丹

後震災を中心とした本市の災害について、その歴史・特性を知り、教訓と文化を受け継ぎ、後世

へ継承すべく整理を行った。また、丹後震災90年にあたる2017（平成29）年2月には小冊子を作成

し、普及啓発に努めた。その他、毎年、丹後震災記念展を峰山地域公民館等で開催するなど、丹

後震災の記憶の継承を進めてきた。

一方で、震災の記憶を後世に伝えるシンボルとして建てられた丹後震災記念館は、平成23年度

の耐震診断調査において耐震性能不足（Is値0.17）と診断され、2012（平成24）年から立入禁止

とせざるを得なくなった経過がある。令和5年度には建物にかかる影響を軽減させるため周辺樹木

を極力伐採するなど、必要な保存処置を講じてきているが、年月とともに劣化は進行している。

本市では、京丹後市文化財保存活用地域計画を策定（2022（令和4）年12月16日文化庁認定）し、

令和5年度から計画に基づいた取り組みを進めている。計画では、「丹後震災100周年の取り組

み」や、「丹後震災記念館の保存・活用」も災害の歴史と記憶を伝える措置として掲げており、

100年が近づく今、こうした措置に取り組むことは重要であり、丹後震災の記憶の継承とともに丹

後震災記念館の今後のあり方を検討することが必要な段階にきている。

このような中、京丹後市全体としても防災に強いまちづくりをすすめるべく、令和6年6月補正

予算において、丹後震災記念館の耐震化や利活用のあり方を検討するための予算を計上。これに

より、丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会を立ち上げるとともに、パブリックミーティン

グを開催し市民の意見を集める、丹後震災記念館耐震化・利活用検討プロジェクトを開始した次

第である。

令和6年度は、丹後震災記念館の現状を把握し、耐震化・利活用について一定の方向性を示す

「丹後震災記念館耐震化・利活用に関する方針書」を令和7年3月に取りまとめた。建築当時の思

いをしっかり引き継ぎ、建物を存続させ、内部活用につなげることを大きな方針として意見の一

致をはかったが、具体的な耐震化の方法や利活用のあり方については、より詳細な検討が必要と

なり、令和7年度に建物調査を行いつつ基本計画を作成することとなった次第である。

１．はじめに
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今後来る震災関係の節目

2029.12.17郷村断層天然記念物指定１００年

7年度 8年度 9年度令和6年度

2025.3 2026.3 2027.3 2028.3

2025.5.23北但馬地震１００年

2027.3.7丹後震災１００年

10年度 11年度

2029.3

2029.12.18丹後震災記念館竣工１００年

2025.1.13 三河地震80年

2026.12.21 昭和南海地震80年

2024.12.7昭和東南海地震80年

2028.6.28福井地震80年

2028.5.23鳥取地震85年

2025.1.17 阪神・淡路大震災30年

2026.10.28 濃尾地震135年



（２）令和7年度 丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会

2027（令和9）年3月に丹後震災から100年を迎えることを見据え、震災の記憶を後世に伝えるシ

ンボルである丹後震災記念館の耐震化及び利活用の検討を行うことを目的に、本市教育委員会で

は、2024（令和6）年11月1日に「丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会設置要綱」を設置・

同日施行し、同年11月27日に丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会をスタートした。

令和6年度は、全5回の委員会を開催し議論を重ね、丹後震災記念館の耐震化・利活用について

一定の方向性を示す「丹後震災記念館耐震化・利活用に関する方針書」を令和7年3月に取りまと

め、本市ホームページにおいて公開した。また、広報京丹後2025年5月号に方針書作成の記事を掲

載、広く市民への周知をはかった。

結果、方針書を作成し耐震化・利活用に関する一定の方向性を取り決める本委員会の当初目標

は達し、方針書において令和7年度は「（仮）計画策定委員会」に移行する予定を記載していた。

ただ、基本計画策定は方針書の内容からより具体的な議論を進めるもので継続的な取組であるこ

とから、従前の丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会を継続し基本計画策定という新たな目

標を設定し事業を推し進めることとした。

令和7年度の丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会の構成は以下のとおりである。

委員名 所属 分野

1 委員長 橋爪 紳也 大阪公立大学研究推進機構 特別教授 建築史

2

(R7.7.30～)

副委員長
(～R7.7.30)

委員

岩田 信一
京都府建築士会 常任副会長
株式会社中村設計北京都設計室 取締役副所長

建築士会

3

(R7.7.30～)

委員
(～R7.7.30)

副委員長

岸 泰子
京丹後市文化財保護審議会委員
京都府立大学文学部歴史学科 教授

建築史

4 委員 髙岡 伸一 近畿大学建築学部建築学科 教授 建築・まちづくり

5 委員 西山 峰広 一般財団法人日本建築総合試験所 副理事長 RC構造

6 委員 牧 紀男 京都大学防災研究所 教授 防災

7 委員 味田 佳子 京丹後市市民遺産会議 会長 市民遺産

8 委員 余吾 太士 株式会社京都銀行法人総合コンサルティング部 部長
公民連携
資金関係

オブザーバー名 所属 分野

1 京都府教育庁指導部文化財保護課 府指定関係

2 檜 秀憲 泉佐野市成長戦略室おもてなし課 資金関係

3 松井 敬代 豊岡まち塾 北但馬地震関係

4 吉岡 ひとみ
一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社京丹後地
域本部（京丹後市観光公社）

観光関係

令和7年度 丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会の構成
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≪令和7年度 丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会の開催経過≫

〇第1回（2025（令和7）年7月30日）

令和7年度の丹後震災記念館耐震化・利活用検討事業について意見交換し認識の共有をはかった。

≪議題≫

・副委員長の選出について

・令和7年度の丹後震災記念館耐震化・利活用検討事業について

〇第2回（2025（令和7）年9月30日）

〇第3回（2025（令和7）年11月26日）
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（３）方針書の整理

丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会では、令和7年3月に「丹後震災記念館耐震化・利活

用に関する方針書」を取りまとめた。方針書の概要は、下記の通りである。

≪セクション1：事業の概要≫

「１．丹後震災記念館の概要」において、丹後震災や丹後震災記念館の基本的な情報について

記載し、「２．耐震化・利活用検討事業の概要」で事業発足に至る経過や丹後震災記念館耐震

化・利活用検討委員会、パブリックミーティングの開催概要をまとめている。「３．耐震化・利

活用検討に係る現状」では、平成23年度の耐震診断調査の結果概要や、近年の保存処置と建物の

現状について記載し、現況を整理した。

≪セクション2：耐震化・利活用の検討≫

「４．パブリックミーティング意見」で、丹後震災記念館の利活用のあり方について市民との

ワークショップにより集めた意見を集約。丹後震災記念館について市民の理解を得る機運醸成の

必要性と、ハード・ソフト両面での利活用のあり方について多くの意見があがっている。

丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会では、このパブリックミーティングの意見も踏まえ

て、「５．耐震化・利活用の検討」において、機運醸成、保存方法、活用方法の項目に分け実現

可能性について議論し、最終的に「６．耐震化・利活用の方向性」をとりまとめた。

≪方針書の示す方向性≫

丹後震災は日本の災害史において重要なもので、震災の記憶を後世に伝え、防災意識の高揚に

つなげることが大切であり、そのためにも丹後震災記念館建築当時の思いをしっかり引き継いで

いかないといけない。この前提のもと、丹後震災記念館は存続させていくべきで、存続には指定

文化財としての文化財的価値を減じないことにも配慮する必要がある。建物の耐震化・免震化を

行い内部活用につなげることを建物保存の大きな方針とし、多分野連携によるソフト活用や、震

災関係資料の収蔵展示、建物周辺の再整備、公民連携による活用といった利活用の可能性を示し

た。
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令
和
６
年
度

≫
  
 
≫

令
和
７
年
度

≫
≫
  

令
和
８
年
度

≫
 
  
≫
 

令
和
９
年
度
以
降

耐震化・利活用検討委員会

丹後震災記念館の耐震化・利活用
の方向性について検討。

（仮）計画策定委員会

耐震化・利活用検討委員会で示さ
れた方向性をもとに、具体的な基
本計画を策定する。

丹後震災記念館耐震化・利活用の方向性 フローチャート（方針書より）

建物調査

建物の劣化度や補修方法、地
盤状況等を調べ耐震診断を行
うとともに、概算を得る調査
を行う。

基本計画

耐震化・利活用の具体的な方法
や今後の工程等を示す基本計画。

方針書

耐震化・利活用について一定
の方向性を示す方針書。

（
仮
）
整
備
委
員
会

建
物
の
整
備(
設
計
、
工
事)

に
あ
た
り
第
三
者
委
員
会
と

し
て
確
認
・
意
見
等
を
行
う
。

検
討

調
査
・
計
画

設
計

工
事

→
 

建
物
活
用

概
算

→
 

資
金
調
達(

Ｇ
Ｃ
Ｆ
・
民
間
Ｃ
Ｆ
等)

建物保存(小修繕)

雨水の吹き込みを防ぐための
窓ガラス補修。

建物保存(小修繕)

サイレン撤去(荷重軽減)、雨
樋補修等

建物保存(防水)

屋上防水シートのやり直し。

耐震化・免震化(設計)

耐震化・免震化のための工事
設計を行う。

耐震化・免震化(工事)

耐震化・免震化のための工事。

ハード活用(資料展示)

震災記念施設として震災関係資
料を収蔵・展示し、記憶の継承
を図る。

ハード活用(公園利用)

状況に応じて建物周辺を再整
備し、震災記念公園・サード
プレイスとする。

機運醸成

・市民講座、展示会、見学会開催
・価値の再評価及び保存活用の必要性整理
・震災教育の推進
・ネット上に「丹後震災記念館」、3Dモデル作成
・多分野連携(ジオパーク等)

※特に山陰海岸ジオパークの関係で、ジオスポットとして守り
伝えていくことが必要。

・報道機関連携（新聞への継続掲載等）
・建物公開イベントの開催

ＣＦ等活用

必要に応じて小修繕・防水対策実施

公
民
連
携
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

文化財保存活用基金活用

ハード活用(公民連携)

民間参入による活用で人が来やすい環境を作り、展示見学等によりその
場で震災について知ってもらえる空間にする。(要サウンディング)

予
定
年
度
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機
運
醸
成

保存プランＡ

保存プランＢ

活用プランＡ

活用プランＢ 活用プランＣ

活用プランＤ

ソフト活用

建物を活用し、多分野連携等
による機運醸成の活動を一層
盛り上げ、防災まちづくりを
推し進める。

丹
後
震
災
百
年
の
記
念
事
業
（
記
念

式
典
等
）
を
企
画
運
営
。

（
仮
）
震
災

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

100

丹後震災100年 2027(R9).3.7

丹後震災記念館竣工100年 2029(R11).12.18

※丹後震災記念館の改修を行う場合の想定される関係法

▶京都府文化財保護条例関係…指定文化財現状変更

▶建築基準法関係… 構造補強：計画通知（建築確認申請）

補強以外で適用除外を受ける必要がある部分：建築審査会

▶急傾斜地法関係（土砂災害警戒区域（急傾斜）指定）

▶都市計画法関係（非線引き都市計画区域） など



（４）基本計画の目的と位置づけ

本計画は、方針書をもとに、丹後震災記念館の具体的な耐震化・利活用のあり方を示すことを

目的としたものである。再度の耐震診断調査、耐震補強の工法調査、改修にかかる概算調査等の

結果を反映し、また令和6年度に実施したパブリックミーティングや、令和7年度実施の公民連携

サウンディング型市場調査の結果なども踏まえた利活用のあり方を提示する。

京丹後市は、丹後震災や三八豪雪（1963（昭和38）年）など甚大な自然災害を経験してきた歴

史があり、「京丹後市地域防災計画」（2025（令和7）年2月18日修正）を作成し防災を進めてい

る。その中でも文化財の災害予防、応急対策、災害復旧・復興を進めることとしている。「京丹

後市地域防災計画」の中で、文化財災害予防計画では「市内に存する文化財は貴重な国民的財産

であり、永く後世に伝え、保存継承するため、消防設備の設置、耐震補強等万一の災害時にも被

害を最小限にとどめるよう必要な予防施策の推進に努める」と基本方針を設定している。

また、「京丹後市文化財保存活用地域計画」（2022（令和4）年12月16日文化庁認定）では、基

本方針2の中のストーリー1-3＜災害の歴史と記憶を伝える＞に関する方針において、「災害の記

憶を伝える遺構を適切に保存し、教育や観光に活かす」としている。これにより、「丹後震災100

周年の取り組み」・「丹後震災記念館の保存・活用」を措置として掲げている。

このように、文化財分野はもちろん、地域防災計画において、市全体で防災まちづくりを進め

ているところであり、この中で、丹後震災の記憶を後世に伝える記念施設として建てられた丹後

震災記念館の保存活用は重点的な位置付けにあると言える。

本計画は、このような本市の他の計画と整合を図りながら防災・文化財に関して推進している

取組の個別具体的な事業の一つとして、将来的な丹後震災記念館の耐震化・利活用につながる根

幹となるものである。
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（１）丹後震災記念館の基本情報と周辺環境

≪基本情報≫

丹後震災記念館は、現在「薬師ヶ丘桜の森公園」と呼ばれている峰山町室の高台に、京都府が

1929（昭和4）年12月18日に建築した建物である。建物の南隣には、同年3月に震災記念塔が建立

されている。震災3周年からは、京都府が設立した財団法人丹後震災記念館（1930（昭和5）年1月

7日成立）が主体となり、丹後震災記念館にて慰霊祭が催行され、震災10周年の1937（昭和12）年

まで毎年続いた。その後、1943（昭和18）年と1948（昭和23）年に慰霊祭が行われた。1954（昭

和29）年12月18日に財団法人は清算決議・解散後、丹後震災記念館は峰山町に無償譲渡され、

1955（昭和30）年2月1日から峰山町中央公民館と峰山町立図書館として利用され、1981（昭和

56）年4月11日からは峰山町練成道場として2012（平成24）年3月末まで利用されてきた。

≪周辺環境≫

丹後震災記念館は、府道17号（網野峰山線）と市道（呉服二箇前川原線）が接する位置にある

高台（薬師ヶ丘桜の森公園、標高約58ｍ）に立地している。

丹後震災記念館には自動車の場合、市道（呉服富貴屋線）を通って登り、普通自動車7台程の駐

車スペースがある。自動車で丹後震災記念館に直接アクセスする場合はこれが唯一のルートであ

り、離合不可能な道を登ることになり、駐車台数も少ないことから、現状においてアクセスに課

題を有している。

徒歩の場合、府道17号沿いの峰山町第四区公民館の脇から階段で丹後震災記念館まで登る。

周辺には、徒歩圏内に、公共施設（京丹後市役所峰山庁舎、峰山総合福祉センター）や学校

（京丹後市立峰山小学校、京都府立峰山高等学校）、病院（丹後中央病院）等がある。少し足を

のばすと、京都丹後鉄道の峰山駅や、京都府丹後文化会館、京丹後市立峰山図書館のほか、商業

施設（スーパーマーケット、ドラッグストア）、宿泊施設、飲食店などもある。

２．現況と課題整理

丹後震災記念館

建物名称 丹後震災記念館 所在地 京都府京丹後市峰山町室1198

構造 鉄筋コンクリート(RC)造 階数 地上2階・地下1階・塔屋付

着工日 1929（昭和4）年6月8日 竣工日 1929（昭和4）年12月18日

設計 一井九平（京都府技師） 施工 山虎組

建築面積 526.16㎡ 延べ
床面積

711.88㎡ ｜2階150.98㎡ 塔屋27.69㎡
｜1階506.81㎡ 地階26.40㎡

文化財 京都府指定文化財 指定日 2005（平成17）年3月18日

都市計画 都市計画区域内 用途地域 指定なし（非線引き）

土砂災害防止法 施設及び敷地の一部が土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）

急傾斜地法 敷地の一部が急傾斜地崩壊危険区域（建物は区域外）
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丹後震災記念館単体で見るとアクセスの課題等はあるが、周辺施設との連携により、エリアと

して地域の賑わいや魅力向上に貢献できる可能性はあると考えられる。
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府道17号

市道（呉服富貴屋線）

市道（呉服二箇前川原線）

丹後震災記念館の周辺環境（地図はMapFanより）



（２）建物の現況

丹後震災記念館は、平成24年4月に内部立入禁止としてから現在に至るまで、自動火災報知器の

設置や雨漏り等の修繕、屋上の雨水の排水管の補修、枯れ葉の除去等、日常的な維持管理を行い

つつ、定期的に京都府教育庁指導部文化財保護課の技師による状態確認もいただいているが、鉄

筋のサビ膨れや雨漏りなどによる劣化が進行している状況にある。

周辺の樹木からの落ち葉により排水不全が生じていることも、躯体を傷めている原因の一つで

あったことから、令和5年度に可能な限り周辺樹木の伐採を行った。また、講堂内に掲示してあっ

た伊藤快彦の震災画3点も傷みが進んでいたため、同年度中に取り外して現在修理を進めている

（令和7年度までの3か年事業）。

令和7年度には、雨風等の流入を防ぐため割れた窓ガラスを塞ぐ工事費を予算計上し、執行中で

ある。今後、建物の劣化進行をなるべく抑える処置として、防水シートの再設置や雨樋の補修、

サイレン撤去など、状況に応じて方針書に基づき対応が必要である。

地階｜地下室 車寄せ（ポーチ）

現況
窓サッシの損傷、天井木材の損傷・剥落
あり。移動不可能なＬ字型の構造物あり。 現況

雨水浸透によるシミや、モルタル剥落、
鉄筋露出、屋上防水シートの劣化、雨
樋損傷あり。

1階｜事務室（北） 1階｜事務室（南）

現況 壁面にひび割れあり。 現況 表面塗装の剥落、天井部にカビあり。
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丹後震災記念館の主だった表面的な損傷



1階｜玄関 1階｜講堂

現況

玄関南側（更衣室周辺）の床が腐食し軟
弱化、また扉が破れている。

現況

窓ガラスの損傷、壁面のひび割れ、天
井部からの雨漏り、雨水浸透によるコ
ケ付着、モルタル・コンクリート剥落、
鉄筋の錆びつき・露出。

2階｜資料室 屋上

現況
窓ガラスの損傷、天井部からの雨漏り、
雨水浸透によるコケ付着、表面塗装・モ
ルタルの剥落、鉄筋の露出。

現況
防水シートの劣化、塔屋の窓ガラス損
傷、サイレンの過重負荷。

外観

現況 雨水浸透によるシミや、モルタル剥落、雨樋損傷、意匠剥落あり。
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